
病気や認知症に  

なったらどうしよう・・  

トラブルにあっても 

誰にもいえない。 

見慣れない人が出入している 

不自然な工事をしている 

宅配便が頻繁に届いている 

大量のふとんや健康食品がある 

古い着物や宝飾品が出ている 

不審なパンフレットや請求書がある 

消費生活センターまたは地域包括支援センター（連絡先は裏面参照）にご連絡ください 
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幸手市介護福祉課 

ネットワーク事務局  

☎0480‐42‐8438 

１6 号 

 高齢者の消費者被害の特徴 
 

高齢者が抱える３つの不安が狙われています！！ 

健康 お金 孤独 

この先、生活費は  

足りるだろうか・・  

今日も誰とも  

話さなかったな・・  

被害にあっても、多くの高齢者は・・・ 

なんて親切なセールスマン  家族に知られたら叱られる・・  

だまされたことに

気がつきにくい。 

消費者トラブルかもしれません！！ 

幸手市消費生活センター（市民協働課内） ０４８０－４３－１１１１ 



 

気になる高齢者・障がい者の情報は… 
【高齢者】 

◆幸手東地域包括支援センター：ウェルス幸手内 

☎0480-53-6151・FAX0480-53-6160 

担当地域：権現堂川・吉田・八代・さかえ・さくら小学校区 

◆幸手西地域包括支援センター：旧香日向小学校内 

☎0480-40-3443・FAX0480-44-0870 

担当地域：幸手・行幸・長倉・上高野小学校区 

◆幸手市介護福祉課（ネットワーク事務局）：ウェルス幸手内 

☎0480-42-8438・FAX0480-43-5600 

【障害者】 

◆幸手市社会福祉課（障害者虐待防止センター）：ウェルス幸手内  

☎0480-42-8435・FAX0480-43-5600 

地域包括支援センターは、住み慣れたまちでだれもが安心して住み続けられ

るように、保健・福祉の面から市民のみなさんを支援する窓口です。専門知識

を持った職員が、介護保険や認知症、在宅療養などの相談をお受けし、適切な

制度やサービスの利用につながるよう支援します。 

 また、本人や家族からの相談だけでなく、市民や市内で活動する事業者から

日常生活や仕事の中で気づいた高齢者などの小さな異変を連絡していただくこ

とで、必要な支援とつなげていきます。 

    
～高齢者の消費者トラブルに気づいたときの対応例～ 

本
人
の
様
子
の
変
化 

ネットワーク 

関連機関 

本
人
に
事
実
を
確
認 

消費生活相談を 

勧める 

相談を望む 

相談を 

望まない 

地域包括支援センターや 

ネットワーク事務局へ 

相談・情報提供 

幸
手
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

（
市
民
協
働
課
内
） 

経過の 

見守り 

本人が相談 

家族が相談 
（本人が相談する

のが難しい場合） 

認知症

かも？ 

変化に気がついたら… 

本人も家族も相談できない 

※このチャートはあくまで対応の一例です。 

判断に迷う場合や、本人と話をするのが難しい

場合は各地域包括支援センターや、 

ネットワーク事務局へご相談ください 

地域包括支援センターとは？ 


